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パラ ・ パワーリフティングとは？
　１１月に引き続き、今月も、各地で体験会、普及練習会、などが、毎週待つありました。

写真上；神奈川県厚木市で、神奈川から助成を受けているパラ・アスリートのトークショー（左からパラ・パワー

の三浦選手、陸上、女子バスケの選手。）

　写真下左；東京都障がい者スポーツ協会では、育成事業を行っており、育成事業に選ばれた選手、初心者が、サ

プリメントの勉強、トレーニング

の勉強、一緒にトレーニングする

ことの楽しみを味わいました。

写真下右；HNK 神奈川主催の体験

会。佐野選手、松本選手がデモン

ストレーションを行いました。

　一人、一人と、パラ・パワーリ

フティングのことを伝えています。

東京パラまでに、出来る限りの人

にパラ・パワーを紹介したいとこ

ろです。



　京王観光主催の

駅伝大会が味の素

スタジアムで開催。

合わせて、パラ・

パワーの体験会を

開催させていただ

きました。

　佐野選手がリー

ドして、小学生が、

パラ・パワーに挑

む。パワーハウス

の方々にも補助員

として助けていた

だきました。

東京都渋谷、井の

頭線と JR 山手線

を結ぶ通路で、パ

ラ・スポーツ紹介

＆体験会。人通り

の多い中で、二週

間、毎日日替わり

で、パラ・スポー

ツの紹介イベント

が行われました。

「アスリートはあ

なたのエールを

待っている」都

言う、チームビヨ

ンドの旗に、宇城

選手がサインをす

る。

　京都岡崎で開催された、バリコレイベント。バリヤフリーのファッショ

ンショーの一貫。京都を拠点とするパラスポーツ、パラ・フェンシングと、

パラ・パワーのベンチ台を展示。道行く人に、パラスポーツの道具を紹介。



篠田選手、 サッカー専門新聞に登場

　サッカーで活躍していた塚本泰史選手

が、骨肉腫のために足の筋肉部分を切除、

以来、地道にリハビリを続けておられると

のこと、半年たって、ようやく、走れるよ

うになって来たという。

　その塚本選手が、パラ・スポーツを自ら

体験し、パラ・スポーツを紹介していこう

と言う、企画。

　ジャパンカップ 65 ｋｇ級３位となった

篠田選手が、塚本選手にパラ・パワーの指

導を行い、対談。

　障がいとの付合い、将来の夢、など、様々

な話題に花が咲く。

京都合宿

　月に二回、定期的に開催される京都合宿、

１１月には、アンチドーピングの復習講習

会開催、世界選手権に向けて、合同トレー

ニング。また、京都では、障がい者スポー

ツ推進協会などの団体が発足、様々な角度

からパラ・パワーを支援していただいてい

る。これに、答えるべく、１１月、メキシ

コ大会に連盟選手１９名が、世界に挑む。

　


